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●例会場／ホテル日航ノースランド帯広
●事務局／帯広市西3条南9丁目 帯広経済センタービル4F
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　皆さんこんにちは
　本日のプログラムは、公益財団法人とかち
財団事業創発グループ高橋課長をお迎えし、
十勝ロータリー奨学会委員会の卓話を「とか

ち財団　起業家育成奨学金」と題してお話を頂くこと
になっています。
　覚えていますか、８月９日の例会時に大谷高校のイ
ンターアクトがゲストで来られた際に、会長挨拶で紹
介しましたが、皆さんの記憶からはすでにきれいに削
除されていると思いますが思い出してください。「稗
貫会員の紹介で「十勝高校生団体can-pass」という団
体のことです。十勝管内の高校生で組織している団体
で、十勝を盛り上げるため、高校生目線で十勝の課題
について足を使って歩き回り洗い出し、その解決に向
けて高校生が行動を起こすという「Tokachi EGGs」プ
ログラムです。と紹介しました。その「とかちエッグ
ス」を支援しているのが金山理事長のとかち財団で
す。もしかしてそのことも卓話の中で触れていただけ
るかと思います。
　また、皆さん昨日の勝毎見ましたか、北海道産業貢
献賞の表彰式の記事です。十勝から５人表彰され、当
クラブ副会長の石割会員が、卓越した技能者として受
賞していました。改めて石割会員はすごい職人なん
だ、北クラブはそんな職業奉仕の方の集まりなんだと
記事を見て感じました。本日は出張で例会は欠席と連
絡を受けていますが、次回の例会で多額のニコニコを
いただけると期待しています。
　皆さんもいい意味で新聞をにぎわしていただき、で
きればロータリークラブの認知を高めていただけるよ
うお願いしまして、本日の会長挨拶とします。
■会務報告　　 　　　　　　　 　　 中島　慎也　幹事
　皆さんこんにちは、帯広北RC関連分のみの報告とし
ます。来週11月29日（金）の例会は休会といたしま

　

す。オリエンテーション開催のご案内、11
月29日（金）午後5時30分から午後7時まで
会場はとかちプラザ３階特別会議室となって
います。参加される方は忘れずに来ていただ

ける様お願いします。年次総会開催のご案内12月６日
（金）午後０時30分この例会中に行います。年末家族
例会開催のご案内12月12日（木）午後６時30分ホテル
日航ノースランド帯広で開催いたします。次に先月の
頭から皆さんにお願いをしていた令和６年９月能登半
島豪雨災害の義援金についてですが今月一杯で締切り
とさせていただきます。実質、今日が皆さんにお願い
できる最後の機会になりますが、まだ寄付されていな
い方はご協力をお願いいたします。次に国際親善市民
の夕べという毎年開催されているワインパーティーが
「とかち館」で11月30日（土）に開催されます。海外
の方と交流したい方、ワインを飲みたい方がいらっし
ゃいましたら、私の方でチケット５枚預かっています
ので申し出て下さい。以上で会務報告を終わります。
■委員会報告　   親睦家族委員会　高田　義久　委員長

 皆さんこんにちは、来月１２日開催のクリ
スマスパーティーの締め切りが１１月２５
日（月）までとなっていますので、出欠の
ご回答をいただきます様お願いいたしま

す。
■ポール・ハリス・フェロープラス5認証の贈呈　　 

対象者　荒木　樹　会長エレクト
　皆さんこんにちは、今回ポール・ハリス・
フェロープラス５、５回目ということでいた
だきました。これは先週、工藤会員が卓話で

ご説明いただきましたロータリー財団の寄付に対する
認証です。改めてご説明いたしますと累計1,000ドルを
財団に寄付しますとポール・ハリス・フェローの認証
をいただき、その後さらに1,000ドルの寄付ごとにこの
認証をいただく仕組みとなっています。現在北クラブ
からは皆さんの会費の中から年間5,000円を財団に寄付
しています。ただ昨今の円安の影響もありまして年間
5,000円の財団寄付では、1ドル150円で換算して30年
かけても1,000ドルに到達しないという厳しい状況で
す。ですから最初にポール・ハリス・フェローの認証
を得るためには年会費とは別の寄付を皆さまからいた
だかないと達成は非常に難しい状況です。帯広北クラ
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■会　食
■会長挨拶
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ブの年間寄付額は他のクラブと比較して十分な金額と
は言えません。先週に話がありました富良野クラブが
今年日本一となった話しで、富良野クラブの方々から
お話を伺ったところ会員全員から年間100ドルを寄付と
して集めているということでございました。決してパ
ストガバナー一人だけが多額の寄付をしただけではな
いと言うことが判りました。最後に寄付の方法ですが
皆さんほとんど現金で行われていると思いますが、私
は毎月クレジットカードで寄付しています。Ｍｙロー
タリーから登録して寄付するという方法で一度登録す
ると月1,000円でも可能で年間12,000円になれば100ド
ルに達します。もし登録方法が判らなければ協力させ
ていただきますので、皆さん今後とも協力をお願いい
たします。
■ニコニコボックスの発表　　  　 　中島　慎也　幹事
　石岡　幸雄　会員　　　近閒　政美　会員
　松本　健春　会員
■プログラム　　　　　十勝ロータリー奨学会委員会

【とかち財団　起業家育成奨学金について】
公益財団法人とかち財団
事業創発グループ　 課長　高橋　　司　様
　皆さん改めましてこんにちは、公益財団法

人とかち財団の高橋と申します。本日は貴重なお時間
をいただき誠にありがとうございます。ロータリーク
ラブさんでも奨学金の活動をされていると伺っており
ますけれども、本日は我々とかち財団が実施しており
ます学生起業家育成奨学金についてご紹介させていた
だこうと思っております。よろしくお願いいたします。 
奨学金の説明の前に改めましてとかち財団について少
しだけご紹介させていただきます。我々十勝19市町村
の産業振興のプラットフォームでございます。事業は
主に三つありまして1つが食品技術の支援です。十勝の
豊富な資源を活用した商品の開発の支援あるいは成分
分析や加工製造に関する技術的なサポートを行ってお
ります。 そして情報技術支援です。こちらは農業機械で
すとか食品の加工機械、このような機械系のものづく
りのサポートを行っております。画像解析ですとか機
械の自動化みたいなサポートなども行っております。
本日ご紹介させていただくのが事業創発の支援でござ
います。我々とかち財団が目指す将来像 として十勝の
地域産業は農業が核となっていて比較的顕著な農業の
部分、今ある産業と新たな事業の交わりというところ
を多く作っていこうという取り組みをしております。
今ある産業と新しい事業が交わることで産業の裾野が
拡大して、そこに新たな需要や利益が生まれるのでは
なかろうかと考えております。
　また時代の変化が早いという部分でもこうした交わ
りが変化に対応しやすくなるのではないかと考えてお
ります。このような交わりをたくさん作っていくこと
で企業、創業、新しいビジネスを応援していくための
場所としてＬＡＮＤという場所を帯広駅前ふじもりさ
んの2つ駅側のところの並びにあります天光堂ビルにＬ
ＡＮＤと言う場所を開設しました。
　2019年に開設いたしまして今年で丸5年というところ

です。ここを通じて新しいビジネスのサポートをして
おります。どのようなことを行っているかというとこ
ろを少しご紹介しますと本日お話しさせていただく学
生の企業の支援からスタートアップの支援と地域企業
の成長支援まで各ステージに応じたサポートを行って
おります。
　若年層のビジネス人材の育成、起業、創業期のサポー
ト、補助金の実施とかビジネスの相談所の開設あるい
はビジネスコーディネーション等も行っています。成
長期・成熟期といったところですと逆にこのような部
分は我々のサポートがなくても進んでいく段階と思う
のですが、さらに成長を測る皆さんのための補助金、
ビジネスマッチング、コーディネーションなども行っ
ております。
　そしてステージ共通の部分として事業相談への対応
やＬＡＮＤのご利用ができるようになっています。本
日のお話ですけれども若年層ビジネス人材育成に我々
とかち財団取組んでおります。何故取組んでいるのか
と言いますと持続的な地域の未来のためです。先ほど
会長からご紹介いただいた十勝ＥＧＧｓという高校生
の取り組みも後ほど少しお話しさせていただきます。
　グランドサークルという主に大学生を中心とした取
り組みともう一つが今日の本題である学生起業家育成
奨学金です。毎年3月から4月にかけて募集しています。
そもそも事業の目的としては十勝の地域経済の発展に
寄与する次世代の企業家人材の発掘および学生起業家
の輩出を目的に起業を目指す学生に対しビジネスプラ
ンの磨き上げる支援を通じた事業創発人材育成および
奨学金の給付を行っているというところです。概要と
しては起業を目指す全国の学生です。期間としては 
5 ヶ月間 7月から11月です。金額としては月額4万円か
ける5ヶ月間、合計20万円で返済不要の奨学金です。
　全国を対象にしていますが我々やはり十勝の19市町
村の産業振興のための財団法人ですので、対象のビジ
ネスプランに関しては十勝に関わることを条件として
おります。十勝を拠点として事業を起こすビジネスプ
ランである、あるいは十勝と深く関わっていく事業の
内容である、または十勝の地域資源を利用したプラン、
十勝管内の事業者との事業連携を行うプラン、十勝の
地域特性を活かしたプラン、それらに該当した上で十
勝において実証実験を行うプランを対象としておりま
す。
　これまでどの様な採択者がいたかと言うと今年まで
の年度において合計34名の学生さんを採択しておりま
す。帯広畜産大学はじめ北海道大学、慶應義塾大学な
どなど全国各地からの学生さんから申請があり採択を
しておりました 今年度に関しましては3月から4月まで
募集をしまして6月下旬に選考が終わり、今まさにビジ
ネスプランの磨き上げを行っているというところです。
今年は起業家の卵3名に奨学金を給付しながらビジネス
プランの磨き上げを行っております。
　今年は帯広畜産大学から2名、北海道大学大学院から
1名採択をしておりまして、1人はタイから帯広畜産大
学に来ている留学生の方が十勝で自分の思うビジネス

帯広北RCホームページ／ http://www.obikita-rotary.com/index帯広北RCホームページ／ http://www.obikita-rotary.com/index帯広北RCホームページ／ http://www.obikita-rotary.com/index

　



プランを実現して起業したいという思いを持って申請
をしていただいております。このタイの学生さんに関
しては十勝地域の食と観光を紹介することを目的とし
たTokachi　journey　boxという食のギフトボックス
のようなもので、こちらの制作、販売というところを
目指しております。資料の上の帯広畜産大学の方は留
学生として畜大に来ているガーナの方と繋がりの中で
ガーナの課題解決というところを十勝と結びつけなが
らビジネスを展開していきたいということで、今活動
をされています。
　これまでどんな方が起業しているのかというところ
でありますけれども、丁度昨年奨学金の採択者の方で
小樽商科大学の学生さんがいましたが、もう一人の方
と一緒に昆布を活用した飼料や肥料の開発を行う法人
を今年広尾町に設立しました。今年はさらにこの事業
の開発実証が進んで、実際の売り上げに繋がっていく
のではないかと我々も期待をしています。
　続きまして、この奨学金を含めた若年層のビジネス
人材の育成の取組みを少しご紹介いたします。
　一つが奨学金を申請する学生さんというのが本気で
起業したいという思いを持った学生さんが対象ですけ
れどもいきなり起業を考えていない、でも関心がある
学生さんを盛り上げることを目的としたＬＡＮＤサー
クルを昨年から立ち上げて実施しております。これは
若年層のビジネス人材育成と起業を目指す学生層の拡
大というところが目的です。この中ではビジネススキ
ルの習得プログラムですとか他の大学さんと連携した
プログラムを実施していまして、現在26名のメンバー
が参加しています。
　次にもう一つの取組みでありますTokachi　EGGsで
す。皆さまの中にも企業協賛等でご協力いただいてい
る方もいらっしゃるかもしれません。ありがとうござ
います。今年で4回目の実施になっておりまして、元々
高校生を対象にしたプログラムをやっていたわけでは
なかったのですが、高校生の方からある日突然保護者
が来て、ＬＡＮＤと一緒にこういうことができないだろ
うかということで企画を持ち込んだ高校生がいました。
話しを聞いてみると非常に地域にとってもプラスであ
るし我々が考えている若年層の人材育成というところ
に合致するということで、そこから高校生主体とした
取組みではありますが、それをサポートする形で関わっ
ています。
　これは高校生を対象とした課題発見解決プログラム
で4日間の期間でフィールドワークが議論を通じて地域
の課題を発見して課題に対する解決策をチームごとに
まとめて発表するというプログラムであります。非常
にこのようなプログラムは続いているということで地
域の高校の中でも探究学習という授業などが盛んに
なってきており、高校生も非常に元気になってきてい
るなという 印象を持っています。
　こういった学生、若年層のビジネス人材育成の取組
みの一つとして、今年初めて学生ビジネスイベントを
開催いたします。ＴＯＭＯＳＨＩＢＩ～灯し火～という
イベント名称です。来月の21日（土）に平原通り小劇

場を会場にしながら十勝管内の大学、短大、専門学校
生 中高生などを対象として起業家のキーノートスピー
チ、本日ご紹介のＬＡＮＤ奨学金の採択者のピッチ、
ビジネスグランプリなどを予定しています。
　このようなイベントを通じて十勝管内の学生さんに
対して起業意欲を喚起していきたいということと地域
全体で若年層の人材育成というところの機運醸成を図
ることに繋げていきたいと思っています。このような
学生、若年層のビジネス人材育成を通じてTokachi　
EGGsですとかランドサークル、奨学金、こういったも
のからこのイベントというところに集約をさせながら、
この中には 事業者さんにも是非関心 共感をいただける
方に関わっていただきたいと思っておりますし、自治
体や様々な支援機関、十勝にたくさんございます。こ
ういった皆さまと一緒に協力し合いながら持続的な経
済成長 活力ある地域社会の形成というところに向けて、
我々の取組みである起業意欲の喚起やビジネススキル、
知識や若年層を向上させたいというところに繋げてい
きたいなと考えております。
　これらの取組みを通じて、我々とかち財団としては
挑戦する人が溢れる活力ある十勝を実現したいと思っ
ています。食品ですとか農業機械などのものづくり支
援ですとか情報技術などの開発支援、十勝の既存産業
と新しい産業を掛け合わせですとか、地域内外の事業
者さん同士が交わるビジネスコミュニティの形成促進
などにも取り組んでおります。
　産業や起業の機会を創出して挑戦しやすい十勝づく
りに取り組んでまいりたいという風に考えております。
最後に少し付録的な形ですけれども、とかち財団がど
のような形でご利用いただいているかというところも
少しご紹介させていただきます。2019年の8月にオープ
ンしまして今年の3月まで累計18,000人ほどの皆さんに
ご利用いただいております。事業相談の件数は年々増
えておりまして昨年度は522件の事業相談に対応してき
ました。相談の内容としてはやはり起業、創業に関す
る相談が一番多いです。その他事業構想を整理したい
ですとか事業計画や収支計画の策定、支援なども行っ
ています。取組みとして考えているものに対して活用
できる補助金がないでしょうかというご相談も多いで
す。昨年の起業者数今までで我々がサポートした中で
言いますと65名の起業者さんがいます。昨年は24件の
事業者さんが生まれたというところです。
　起業者さんの連携を目的としたコーディネーション
も行っておりまして、イベントなどを通じた 連携コー
ディネーションの他、昨年は155件のコーディネーショ
ンを行いました。例えば食品製造業の方と輸出業の方
のコーディネーションですとか情報通信業同士の事業
者さんと連携コーディネーションですとか、あるいは
起業される方と専門家の方のコーディネーション、こ
ういったことも行っております。
　こういったＬＡＮＤを通じて先ほどの若年層のビジ
ネス人材育成のほか企業支援、スタートアップ支援、
事業連携の促進、ビジネスコミュニティの形成などに
取り組んでおります。とかち財団が取り組む事業総括
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の取り組みと学生起業家育成奨学金のご紹介でござい
ました。ありがとうございました。

帯広北RCホームページ／ http://www.obikita-rotary.com/index



■次週のプログラム予定

■閉会宣言
■点鐘

曽我　浩昌　SAA
村上　道隆　会長

〈木曜日〉足寄RC：足寄銀河ホール21
　　　　 清水RC：清水町中央公民館
　　　　 帯広西RC：北海道ホテル

　「休　会」 会員数 計算に用いる
会　員　数

ホームクラブ
出 席 数 メークアップ 欠　席 出席率

発　行／会報広報委員会　　　　 委員長／西野　秀司

53.4％

〈月曜日〉広尾RC：日高信金広尾支店
　　　　 帯広南RC：北海道ホテル
〈火曜日〉芽室RC：めむろーどセミナー
　　　　 帯広東RC：ホテル日航ノースランド

〈水曜日〉帯広RC：ホテル日航ノースランド
　　　　 上士幌RC：川村福祉会館
　　　　 音更RC：ハピオ木野

■出席報告／伊藤　隆志　出席委員長


